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令和２年度揖斐川町青少年育成町民会議総会を、５月23日（土）揖斐川町地域交流センター「はなもも」
ホールで開催する予定でしたが、新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み、中止とさせてい
ただきました。
令和２年度揖斐川町青少年育成町民会議のテーマ・各部会の活動計画等をお知らせさせていただきます。
皆様におかれましては、それぞれの立場・地区で、活動を推進していただきますよう、ご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

テーマ 未来を語ろう　育てよう　見守ろう

部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年が地域社会の一員
として自ら考え、積極的に
活動できるように、地域の
実情に応じて活躍できる場
や仕組みを創出するととも
に、地域活動をがんばった
青少年を評価する体制を整
え、ボランティア活動に参
加しやすい環境を整える。

大人も子どもも、家庭を「ふれあい
と安らぎの場である」ことを再認識
し、家庭のきずなを深めることがで
きるように、「家庭の日」の普及・啓
発活動を推進する。また、「話そう！
語ろう！わが家の約束」運動に取り
組み、それぞれの家庭における「家族
のコミュニケーション」の促進を図
り、各家庭が家庭教育に自主的に取
り組むことができるよう努める。

地域の人から子どもに、
思いやりあふれる言葉をか
けながら見守ることで、子
どもが地域で安心して暮ら
せる環境づくりを目指す
「あったかい言葉かけ」運
動を推進する。
お互いを知ることにより
言葉かけしやすくなるよ
う、「顔見知り運動」を推
進する。

具体的な取組

○�青少年が積極的に活動で
きる場を創出する

　・�「スマボラ（青少年ボラ
ンティアグループ）」
の活動支援。

　・�中高生、特に県外研修
や海外研修に参加した
子たちに、地域のボラ
ンティア活動への積極
的な参加を呼びかけ、
中学卒業後も地域活動
に参加できる流れを作
る。

　・�地域活動やボランティ
アに積極的に取り組む
児童、生徒を町民会議
で表彰。評価手段とし
てボランティアカード
を有効活用。地域活動
に参加することが楽し
くなる仕組みを創出。

　・�青少年推進員から中学
生リーダーにラジオ体
操の意義を説明する。

○�「家庭の日」の周知・啓発について

　・�夏休みに小中学生が制作した「家
庭の日」啓発図画・ポスターを
集め、地域交流センター「はな
もも」などで展示する。作品の
解説や、家族からのメッセージ
を一緒に掲示する。

　・�ポスターを、児童生徒が居住す
る地区の公民館などにも掲示し、
地域の方と小中学生とのつなが
りを作る。

　・�「家庭の日」啓発図画・ポスター
作品募集を行う際に、昨年度、
町内児童の作品が県で最優秀賞
に選ばれたことなども紹介する。

○�「わが家のあったか約束」について

　・�小中学生の家庭を対象に、休み
の期間を利用し「わが家のあった
か約束」運動に取り組み、家族
時間や絆を深められるよう、各
小中学校とも連携する。

　・�実践カードを活用し、家族で一
緒に取り組める運動とし、更な
るコミュニケーションの促進を
図る。また、カードやリーフレッ
トで、特に良いものを紹介して
いく。

　・�小学4年生の家庭には取り組み
シートに記入した「子供から家族
へ」「家族から子供へ」のメッセー
ジをしおりにして渡す。

○�あったかい言葉をかけら
れるような工夫の実践を
継続する

　・�あったかい言葉の作品
募集。中学生・高校生
はテーマを決めて標語
の募集し、優秀作品の
広報掲示をする。

○�地域行事で地域の人と子
どもがふれあう機会をつ
くり、地域の人が子ども
を知り、子どもが地域の
人を知ることで気軽にあ
いさつや言葉かけができ
るように、行事の内容や
取り組みを工夫する

　・�のぼり旗を作成し、行
事会場で設置し活用推
進する。

　・�行事などで名札を活用
する。

　・�大人から子どもへ積極
的に話しかけ、顔見知
り運動の推進。

　・�ノーメディアデー・ノー
ゲームデーの呼びか
け。

揖斐川町青少年育成町民会議　～青少年の健全育成を願って～
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揖
斐
川
町
の
目
指
す
「
自
然
健
幸
の
ま

ち
」
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
ア
ー
ト

い
び
が
わ
」
で
は
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
会
期
　

　

令
和
３
年
２
月
下
旬
を
予
定

※ 

例
年
10
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
え
、
会

期
を
延
期
し
ま
し
た
。

【
美
術
部
門
】

■
部
門　

 

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
工
芸
、
絵
手
紙

■
作
品
規
格

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
日
本
画
、
洋
画
は
１
０
０
号
以
内
（
額
装
）

・
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
、
マ
ッ

ト
を
含
め
て
50
号
以
内
（
額
装
）

・
書
道
は
、
仕
上
が
り
寸
法
が
、
縦
・
横
各

２
４
２
㎝
以
内
で
額
装
。
必
ず
釈
文
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
は
、
四
ッ
切
～
全
紙

（
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。
額
装
の
場

合
は
ガ
ラ
ス
な
し
と
し
ま
す
）

・
彫
塑
工
芸
は
、
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の

（
１
０
０
㎝
×
１
０
０
㎝
×
１
８
５
㎝
以
内
）

・
絵
手
紙
は
、
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。

■
出
品
点
数　

一
人
一
点
（
各
部
門
）

　

出
品
料
は
無
料
で
す
。

■
出
品
資
格　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

■
締
切
と
搬
入
日　

令
和
３
年
2
月
中
旬
を
予
定

（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
）

■
賞　

町
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
、
入
選

■
募
集
要
項
・
出
品
申
込
書

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な

も
も
」、
各
振
興
事
務
所
に
10
月
か
ら
設
置

し
ま
す
。
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
文
芸
部
門
】

■
応
募
要
項

種
目

題

応
募
点
数

短
歌

雑
詠

二
首
迄

俳
句

当
季
雑
詠

二
句
迄

川
柳

雑
詠

二
句
迄

狂
俳

神
苑
・
う
っ
と
り

予
防
・
の
び
の
び

二
題
二
句迄

連
歌

発
句
　
名
は
高
く
声

は
上
な
し
郭
公

脇
　
茂
る
木
な
が
ら

み
な
松
の
風

［
第
三
を
公
募
］

五
七
五
、
夏
ま
た
は

季
節
の
な
い
句

二
句
迄

応
募
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

｢
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
２
０｣

美
術
展
・
文
芸
展  

作
品
募
集

応
募
用
紙
は
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
は
な
も
も
」、
各
振
興
事
務
所
等
に

あ
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
任
意
の
様
式
に
種
目
、

題
お
よ
び
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

■
締
切
と
応
募
先

　

令
和
２
年
10
月
31
日（
土
）〈
期
限
厳
守
〉

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
２
７
番
地
７　

　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
「
は
な
も
も
」
文
化
協
会
事
務
局

■
入
選
発
表　

　

令
和
３
年
１
月
中
旬

【
お
問
い
合
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

文
化
協
会
事
務
局

　
（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
２
２

－

１
１
２
０

　

２
３

－

１
２
２
０

揖
斐
川
プ
ー
ル
の

揖
斐
川
プ
ー
ル
の

休
場
に
つ
い
て

休
場
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
の
た
め
、
今
年
度
の
揖

斐
川
プ
ー
ル
は
休
場
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展
「�

戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」
展
の
ご
案
内

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ

り
を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

戦
時
下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
用

品
や
戦
地
へ
の
手
紙
な
ど
の
展
示
を
通
じ

て
、
戦
争
が
暮
ら
し
に
も
た
ら
し
た
影
響

や
平
和
の
貴
さ
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　
　

第
二
展
示
室

◆
期
間　
　

７
月
18
日（
土
）
～

８
月
23
日（
日
）

【
お
問
い
合
せ
】　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

℡ 

２
２

－

５
３
７
３

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
資
料
整
理
の
為
左
記
の
期

間
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日

７
月
５
日（
日
）
～
７
月
７
日（
火
）

国民服


